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内容の要旨及び審査の結果の要旨
乳癌の予後は，様々な因子によって影響されるが，現在，腋窩リンパ節転移の有無あるいはその転移個数が最も予
後と相関することが知られている。しかし，乳癌の発生が遺伝子異常の蓄積に起因すると示唆されることから，近年，
乳癌の生物学的特徴から，その予後を予測し，治療法を決定する試みがなされている。癌抑制遺伝子であるp53の発
現や癌遺伝子であるc-erbB-2の発現は，乳癌の生物学的悪性度を反映し，Ag-NoR数は乳癌細胞の増殖を反映すると
考えられている。そこで，本研究では，乳癌症例111例を用いて，p53の異常発現，c-erbB-2の発現とＡｇ－ＮｏＲ数，
臨床病理学的因子および予後との関係を検討し，更にp53の発現とc-erbB-2の発現の組合せによる乳癌の予後因子と
しての有用性について検討した。
得られた結果は以下の如く要約される。
(1)111例中，ｐ53陽性が23例（21％)，陰性が88例（79％）であり，c-erbB-2陽性が34例（31％)，陰性が77例
（69％）であった。
(2)p53の発現，c-erbB-2の発現は，それぞれ閉経，腋窩リンパ節転移と相関した。
(3)Ag-NOR数はp53の発現，c-erbB-2の発現と相関し，更に両者の組合せと強く相関した。
(4)p53の発現とc-erbB-2の発現の組合せは腋窩リンパ節転移の有無および転移個数と相関した。
(5)しかし，p53の発現とc-erbB-2の発現の間に有意の相関を認めなかった。
(6)７年生存率はｐ53陽性で70±14％，陰性で92±４％であり，c-erbB-2陽性で73±11％，陰性で88±５％であり，
それぞれ有意差を認めた。更に両者の組合せは生存率と強く相関した。
(7)多変量解析で検討すると，生存率は腋窩リンパ節転移の有無および転移個数のみが有意な予後因子であった。
(8)しかし，腋窩リンパ節転移を除くと，p53の発現とc-erbB-2の発現の組合せが有意な予後因子であった。
従って，p53の異常発現とc-erbB-2の発現の組合せは，腋窩リンパ節郭清を行なっていない症例において，予後に
関する情報を提供することができると示唆された。
今曰，腋窩リンパ節転移を認めない早期乳癌が増加する傾向にあり，患者のＱＯＬの面からも腋窩リンパ節郭清は
出来れば避けたいと考えられている。その意味で本研究は，乳癌の生物学的予後因子の有用性を示したものであり，
乳癌外科学上有意義と考えられる｡
－６０－
